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１．はじめに

　ここ数年、CMA（Certified Management Ac-

countant：公認管理会計士）について、語ら

れる機会が増えてきた。周知のように、CMA

とは、IMA（Institute of Management Account-

ants：米国管理会計人協会）が認定する管理

会計の専門職資格のことであり、IMAはCMA

について、「CMAの名称は、管理会計に関す

る専門能力を公認することにある。」と述べて

いる１。

　本稿では、IMAのCMA資格制度（CMA cer-

tification program）を概観することによって、

管理会計の専門職に求められる知識・技能が

どのようなものであるかを整理するとともに、

このような制度が我が国においても必要であ

ることを議論する。

２．CMAとは

　CMA資格制度は、１９７２年から開始されてお

り、以来、現在までに２６,８７５人がCMAとして

登録されている２。また、米国のビジネス界

においてCMAは、CPA（Certified Pubic Ac-

countant：公認会計士）に匹敵する会計の専

門職と評価されている３。

　IMAは、CMA資格制度をより一層、普及さ

せるために、CMAに関する様々な情報を積極

的に公表している。そのうちのいくつかを紹

介すると、例えば、IMAは、その機関誌Strate-

gic Finance誌において、年齢別、専門職資格

の有無別の報酬額を定期的に公表している。

２００４年度の調査結果は表１のとおりである。

この調査は、IMAの会員のなかから４,９２１人を

ランダムに抽出し、調査票を送り、１,４９４人か

ら回答を得たその結果である（回収率、約

３０％）。

　表１をみると、全ての年齢層において、

CMAやCPAといった専門職資格を有していな

い者（No CMA or CPA）よりも、CMAやCPA、

あるいは両方（Both CMA and CPA）の資格
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表１．年齢別、資格別の年間平均報酬額
（２００４年度調査）

Both CMA 

and CPA
CPACMA

No CMA 

or CPA
Age Range

―$　６８,０５８―$６２,３０７１９-２９

$１１０,６２８$　８９,９０４$１０６,１１５$８１,４５５３０-３９

$１３３,４６２$１１２,３４１$１１７,６８９$９４,８５２４０-４９

$１２４,０２０$１２１,３３９$１１６,４３１$９１,９１７５０-５９

$１１４,４００$１０４,０８１$１２２,２７０$９３,１７６６０ and over

$１２４,３５１$１０７,７４４$１１４,５０４$８９,１７８All

（出所）Schroeder and Reichardt（２００５）p.３３.を基に作成。



を有している者の報酬額の方が高くなってい

る。また、CMAとCPAを比較してみると、全

ての年齢層の平均報酬額（All）で、CMAが

$１１４,５０４、CPAが$１０７,７４４となっており、CMA

の報酬額がCPAの報酬額を$６,７６０も上回って

いる。こうしたデータからも、米国のビジネ

ス界において、CMAがCPAに匹敵する会計の

専門職と評価されていることをうかがい知る

ことができる。

　表２は、２００３年度の同様の調査結果である。

この調査は、IMAの会員のなかから４,８３４人を

ランダムに抽出し、調査票を送り、１,６７０人か

ら回答を得たその結果である（回収率、約

３５％）。

　この２００３年度における調査結果も、２００４年

度における調査結果と、ほぼ同様の傾向を示

している。すなわち、無資格者よりも有資格

者の報酬額の方が高く、CMAとCPAの報酬額

はほぼ同水準となっている。

　また、別の興味深いデータとして、IMAは

CMAを出身大学別にランキングしている。

これをランキングしたものが表３である。

　表３をみると、１位の University of Roch-

esterから、Columbia University、Harvard Uni-

versityといったように有名大学が上位を占め

ている。こうしたデータからも、米国のビジ

ネスマンや会計学専攻の学生が、CMAの資格

を取得するために必死になって勉強すること

をうかがい知ることができる５。

３．資格制度の概要

　ここでは、IMAが発行しているCMA試験受

験者のためのハンドブック（CMA Candidate 

Handbook）に基づいて、CMA資格制度の概要

を説明する６。
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表２．年齢別、資格別の年間平均報酬額
（２００３年度調査）

Both CMA 

and CPA
CPACMA

No CMA 

or CPA
Age Range

――$　５５,７７１$　６６,４０８１９-２９

$　９６,２３２$　８５,６７１$　８３,７１３$　７１,７３１３０-３９

$１０７,３３５$１１０,３３４$１１５,０４３$　８６,１４１４０-４９

$１１４,９１９$１３２,８７７$１０６,６４１$　９２,７１２５０-５９

$　８３,９３２$９３,０４５$　９５,９５７$１０２,１１２６０ and over

$１０４,７９５$１１１,０９６$１０３,２３４$　８５,７７１All

（出所）Reichardt and Schroeder（２００４）p.３１.を基に作成。

表３．CMAの出身大学ランキング
（１９９２年から２００１年９月まで）４

大学名順位

University of Rochester１

Columbia University２

Rice University３

Harvard University４

Boston University５

University of Arkansas Fayetteville６

University of North Carolina at Charlotte７

University of Illinois at Urbana-Champaign８

Chinese University of Hong Kong８

Washington University in St. Louis１０

Cornell University１１

Carnegie Mellon University１２

University of Missouri - Columbia１３

Boston College１４

University of Notre Dame１５

University of Pennsylvania１６

University of Chicago１７

St. Norbert College１８

University of Kansas１９

College of William and Mary１９

University of Wisconsin - Milwaukee２１

Tulane University２２

Bucknell University２３

University of Virginia２４

Northwestern University２５

（出所）IMAのweb siteを基に作成。
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（１）受験資格

　CMA試験を受験するための特別な受験資

格はない。次のような形式的な要件を満たせ

ばよい。

　①IMAに入会すること

　②ICMA（Institute of Certified Management 

Accountants）に受験登録すること７

　③IMAの倫理規定に同意すること

　このような形式的な要件を満たすのみで受

験資格を得られるのは、同等の会計専門職資

格であるCPA試験が、そのほとんどの州で会

計学専攻の大学院修士課程修了相当の教育要

件を受験資格として定めているのとは対照的

である。

（２）試験形式

　試験の形式は表４のとおりである。

　試験科目は、パート１～４の４つの科目に

分けられている。パート１～３の試験は、コ

ンピュータで行われる形式（computer-based 

format）で、それぞれ１１０～１４０問の選択式問

題（multiple-choice question）である。パー

ト４は、コンピュータによる選択式問題では

なく、４～７問の記述式問題（paper-based 

essay and problem）となっている。

　試験時間は、各パートそれぞれ３～４時間

である。米国の試験なので当然であるが、試

験は全て英語で行われるが、米国以外の国で

も受験することができる。もちろん日本での

受験も可能である。

（３）合格基準

　試験のスコアは、単純に正当数ではなく、

それぞれの問題の難易度によりウェイト付け

がなされ、最低２００点から最高７００点に換算

（scaled score）され、５００点以上とれば合格と

なる。パート１～３の試験結果は、試験が終

了次第、獲得した得点とともにコンピュータ

の画面上に表示されるが、パート４について

は、記述式なので試験終了日から約３０日後に

採点された結果が郵送されてくる８。

　また、科目合格制度をとっているので、１

科目ずつ受験することもできる。ただし、

パート１～３の全ての科目に合格しない限り、

パート４の記述式試験を受験することは認め

られない。

（４）資格登録

　パート１～４の全ての科目に合格後、CMA

として登録する場合には、次のような①教育

要件と②実務要件を満たすことが必要とされ

る。①教育要件、②実務要件とも、いずれか

１つを満たせばよい。

　①教育要件

　　�．学士号を有していること

　　�．CPA、CFM等といったCMAと同等の

資格を保持していること９

　　�．GMATあるいはGREで一定水準のス

コアを取得していること１０

　②実務要件

　　�．財務・会計分野で２年以上の実務経

験を有していること

　　�．財務・会計分野で２年以上の教育経

験を有していること

管理会計の専門職―CMA―

表４．試験形式

問題数試験時間科目名

１１０問３時間Part１―Business Analysis

１４０問４時間
Part２―Management Accounting 

and Reporting

１１０問３時間Part３―Strategic Management

４～７問３時間Part４―Business Applications



　（１）の受験資格でみたように、受験資格は

形式的な要件であったが、CMA試験に合格し、

実際にCMAとして資格登録する際には、こう

した教育要件と実務要件を満たすことが要求

される。

　なお、管理会計の専門職として、その専門

能力を不断に維持、向上させるためには、必

要とされる知識・技能を吸収し続ける必要が

あることから、CMAとして登録した後も、年

間３０時間以上の継続教育（Continuing Educa-

tion）が義務づけられている１１。

４．試験科目の概要

　ここでは、IMAが公表しているContent 

Specification Outlines for the Certified Man-

agement Accountant Examinationsから、CMA

試験では、どのような知識・技能が問われる

のかを、その試験科目からみていくことにす

る。

　試験科目の概要は表５のとおりである。
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表５．CMA試験科目

Part１: Business Analysis（ビジネス分析）

Level B２５％A. Business Economics（ビジネス・エコノミクス）

Level B２０％B. Global Business（グローバル・ビジネス）

Level A１５％C. Internal Controls（内部統制）

Level B１５％D. Quantitative Methods（数量的手法）

Level B２５％E. Financial Statement Analysis（財務諸表分析）

Part２: Management Accounting and Reporting（管理会計と報告）

Level C１５％A. Budget Preparation（予算編成）

Level C２５％B. Cost Management（原価管理）

Level A１５％C. Information Management（情報マネジメント）

Level C２０%D. Performance Measurement（業績測定）

Level B２５%E. External Financial Reporting（外部財務報告）

Part３: Strategic Management（戦略的マネジメント）

Level B１５％A. Strategic Planning（戦略的プランニング）

Level A１５％B. Strategic Marketing（戦略的マーケティング）

Level B２５％C. Corporate Finance（コーポレート・ファイナンス）

Level C２５％D. Decision Analysis（意思決定分析）

Level C２０%E. Investment Decision Analysis（投資意思決定分析）

Part４: Business Applications（ビジネス応用）

Level C－A. All topics from Parts １, ２, and ３（パート１～３全部）

Level C－B. Organization Management（組織マネジメント）

Level C－C. Organization Communication（組織コミュニケーション）

Level C－D. Behavioral Issues（行動科学的諸問題）

Level C－E. Ethical Considerations（倫理問題）
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　前述のように、試験科目は、パート１～４

の４つである。この表のパート１～３に、

パーセントで表示されている数字は、その

パートのなかで、A～Eで示されている各ト

ピックがどの程度出題されるのか、その割合

を示している。また、各トピックの難易度

（skill level）がLevel A、B、Cの３段階で示さ

れている。それぞれの意味するところは表６

のとおりである。

　Level A→Level B→Level Cの順に難易度が

高くなる。Level Aが最もやさしく、Level C

が最も難しいということである。

　以下、パート毎にみていくことにする。

（１）Part１：Business Analysis（ビジネス分析）

　パート１のビジネス分析は、需要と供給と

いった経済学の基本的な知識から、グローバ

ルにビジネスを展開するにあたっては欠かす

ことのできない法律や諸規制、そして企業の

内部統制システム、あるいは、回帰分析、線

型計画法、ネットワーク分析といった数量的

手法、さらには財務諸表分析と非常に幅広く

出題される。ただし、広範囲から出題される

代わりに、難易度は高くはない。内部統制に

ついてはLevel Aで、それ以外のトピックにつ

いてはLevel Bとなっている。

（２）Part２：Management Accounting and 

Reporting（管理会計と報告）

　パート２の管理会計と報告は、管理会計、

情報マネジメント、財務会計の３つの領域に

区分することができる。管理会計の領域では、

変動予算、固定予算、活動基準予算といった

各種の予算、そして個別原価計算、総合原価

計算、活動基準原価計算、ライフサイクル原

価計算、間接費の配賦といった原価計算、さ

らには原価差異分析、責任会計、投資利益率、

経済的付加価値、バランスト・スコアカード、

品質原価といった業績測定や評価に関する出

題がなされる。しかも、問題そのものの難易

度が高く、すべてLevel Cとなっている。

　それに対して、情報マネジメントの領域で

は、コンピュータや情報システムについて、

基本的な出題がなされる。すなわち、会計情

報システムやERPなど、昨今のビジネス環境

においては欠かすことのできないコンピュー

タや情報システムについての基本的な概念や

用語が出題され、難易度はLevel Aとなってい

る。

　財務会計の領域に関しては、それほど難解

な出題はなされないが、収益と費用の認識と

測定から始まり、連結財務諸表、キャッシュ・

フロー計算書まで、財務会計の全ての領域か

ら出題される。Level Bと難易度はそう高く

はないが、出題範囲が広い。

（３）Part３：Strategic Management（戦略的

マネジメント）

　パート３の戦略的マネジメントは、経営学、

財務論、そして管理会計の３つに区分できる。

経営学の領域からプランニングやマーケティ

ング、財務論の領域から、CAPM、短期・長

期の資金調達、資本コストといったコーポ

レート・ファイナンスに関する出題がなされ

る。これらについては、Level Bと難易度はそ

れほど高くはない。

　他方、管理会計の領域では、CVP分析、差

管理会計の専門職―CMA―

表６．難易度１２

求められる水準Level

知識、理解Level A

知識、理解、応用、分析Level B

知識、理解、応用、分析、総合、評価Level C



額原価収益分析といった業務的意思決定、そ

して正味現在価値法、内部利益率法、収益性

指数法、回収期間法、会計利益率法といった

長期投資の意思決定分析の出題がなされる。

これらの管理会計の領域については、Level C

と難易度も高くなっている。

（４）Part４：Business Applications（ビジネ

ス応用）

　パート４では、上述の１～３の全てのト

ピックが含まれる。それらに加えて、組織管

理、コミュニケーション、行動科学的諸問題、

倫理基準等の出題がなされる。難易度が

Level Cであることに加え、パート１～３の全

てのトピックから出題がなされ、範囲も広い。

５．むすび

　これまで、IMAのCMA資格制度と試験科目

から、管理会計の専門職に求められる知識と

その水準がどの程度のものであるのかをみて

きた。以上のことから、IMAが管理会計の専

門職であるCMAに求めている知識が、会計や

管理会計の領域にとどまらず、経済学や経営

学、そしてコンピュータから情報システムま

で、非常に幅広く、多岐に渡っていることが

理解できる。このことについて、Baxendale 

et.al.（２００１, p.２.）は、「財務会計・監査の専門

職であるCPAよりもCMAに要求される知識の

範囲は、はるかに広い」と述べている。

　また、これだけの試験範囲を大学の学部の

４年間で網羅することは不可能ではないにし

ても、容易なことではない。この点について、

IMAは「CMAの免許をとりたい人や管理会計

の指導者になることを熱望する人に対して、

NAAは修士号に必要な１５０時間のモデル・プ

ログラムを終了することを求めている。」１３と

述べているように、現行の制度では、受験資

格として明確に規定はしていないが、実質的

には、IMAは、CMAに会計学専攻の大学院修

士課程修了相当の教育を修めることを求めて

いる。

　むすびに、小菅（１９９６, p.３５.）も「税理士

や公認会計士のように、管理会計担当者とい

う存在がわが国においても職業専門家として

公に認められているのであれば、管理会計を

教育することはある程度まで容易であるかも

しれない。資格の取得を目指すということで、

管理会計を学ぶことに対する学生の側での目

的意識が明確になるからである。しかし、わ

が国にはCMAは存在しない。」と述べている

ように、本稿で紹介した米国におけるCMAの

ような管理会計の専門職資格が、わが国にも

創設されれば、財務会計偏重ではなく、管理

会計を専門に勉強しようとする人も増えるの

ではないか。

注
１　西澤訳（１９９５）p.７６.

２　２００４年６月３０日現在。

３　Baxendale et.al. (2001) p.2.

４　CMA試験は１９７２年から開始されたが、出身大学

別のデータをとり始めたのが１９９２年からであるた

め、ここでは調査期間が１９９２年から２００１年９月ま

でとなっている。

５　米国におけるこのような事情は、任（１９９８）、香

取（１９９８）に詳しい。参照されたい。

６　本稿の記載は、執筆時点での最新の情報に基づ

いている。IMAは、CMAの質を維持するため、し

ばしば、制度を変更している。実際に、受験する

際には、その時点での最新の情報を入手されたい。

７　実際にCMA試験の運営を行っているのが、

ICMA（Institute of Certified Management Account-

ants）というIMAの下部組織である。
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８　素点ベースのスコアは公表されないが、筆者の

受験経験から約７０％の正当数で合格ラインに達す

ると思われる。

９　CFMとは、Certified Financial Manager（公認財

務管理士）のことである。また、これらの資格は、

海外における同等の資格でも認められる。

１０　GMAT とは Graduate Management Admission Test, 

GRE とは Graduate Record Examinationsの略で、

ビジネススクールや大学院への入学を希望する者

を対象に行われる入学適性や英語力をみるテスト

のことである。

１１　継続教育の詳細については、例えば、瀧田（１９９６）

を参照されたい。

１２　それぞれ、知識（knowledge）、理解（comprehension）、

応用（application）、分析（analysis）、総合（synthesis）、

評価（evaluation）である。

１３　米国管理会計人協会著、西澤訳（１９９５）p.７６.な

お、NAAとは、米国会計人協会（National Associa-

tion of Accountants）のことでIMAの前身である。

１９９１年にNAAが改組され、IMAになった。
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